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1. Iまじめに

地域性を生かした地学教育

(日本平のおいたち)

八木祥文

詰本平は静岡・清水平野にまたがる有渡山 (307m ) を にもつなだらかな丘陵である。車窓から

ると需に向ってゆるやかに高まれ海食産によって急激に海に落ちこんでいる O 日本平からの眺めは

すばらしく、春秋の観光シーズンにはパスやマイカーで繰り出す観光客があとをたたない。

は清水市の中心部にありー日本平は学校からはもちろん、登下校時や日常生活の中の見積れ

た景色として呂に写る。地質や地史の授莱をどの様に進めていくか頭を痛めていた時、 B本平が教材と

してかっこうの条件を備えていると考えでも飛びついたわけである O この授業を進めていくうえでの

本的な態震は、地域性を生かすことを学留の導入だけに使うのではなく、地震や地史を学んでいく過程

の一つの方法とし け、その中から一般的なものを見出していく事を目ざすというものである O

さらに、この学習のねらいとしたものは

1. 自然、に対する素朴な疑問に一つの解答を与えること O

2. 地学的現象を静止したものでなく、歴史の流れの一瞬間としてとらえること O

3. 地学のもつ、想設したり推理したりする楽しさを味わうこと O

4. 問顕を日本平にとどめておかず、発展性ある指導をすること O

であり、少しでもこのねらいが達成できればと思っている O

2. 学習にあたって

本校では、地学は 3年生ークラス(理数科 40名〉で実施しており、例年 2学期半ばで開講される O そ

の中で本授業は 9月'"'-'10月半ばまで、 2学期のほとんどの時間をあてている O まず準備段階として

な地質閣を与え、地形を読み走向傾斜から地質断面図をかく実習を行う O それから本授業に入るのだ

が、各実習の配列とお間配当は以下の通りである O

え日本平のおいたち"

1. 日本平の姿

(1)日本平の地形………山系水系図、地形断面図等の作製

(2)日本平の地質………地質閣の塗色、地質断面図の作製

(3)スライド上映

(4)日本平の隆起運動と三保分岐砂しの形成

2. 思本平の野外巡検

磯層‘泥層の観察 e記載、化石の採集

3. 草薙泥層堆積当時の古環境の推定

4. 日本平の地史

発清水東高等学校
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3. 日本平の議

日本平の地形図(2.5万分の 1)と地質図(2.5万分の 1)を与え、次の作業を行う O

主担i5綴

図1.日本平の地形

目
白
日
臼
一

国2. 日本平の地

箆翠隊問機綴

Eヨ小路線
EI家燦泥
庄萄久的臼機綴

臣7lJ際問削

国 3. 臼本平の地質断面図
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の地形自1. 

でたどってみようの茶をの(1) 

んでみよう Oの

しよう Oを

しよう〈地形断

(3)山系を赤で¥水系を

A-・.A' ) を(4lA 4版のグラフ用

の日2有

2 )。しよう〈を(1)自

2 ) 0 〉を入れてみよう(A'付近とA 

3 )0 してみよう(をの上に(3)地形断

しよう Oナζ!:: (4) 

のまとめをあげる O 次にし、をによって(2)については(1)、2 1 -(3)、{到、

るO その内容は次ののスライド上映をなの地形と司で、のトのと地形レポ

ようなものである O

のの産地形、水系による日から

からののの

(例えば水系の分日トをの:l@.M"のレポのまとめとして帆詰以上の

トさせる Oしたことをレポとの〉をとらえ、さ、源流部についさ、布、

イヒ 名 境

ツメタカ。イ P: 0-42 J :-45 北話芸道以南、潮間帯の綿砂底

ヤカドツノガイ P: 0-42 J :-42 5"-'30m 、本州以南内湾

アラムシロ P : 2 1 -42 J: -4 2 北海道南部以南、潮間帯の砂撲底

ヒメシラトワ P : 3 1-44 J: -46 -北海道以南、潮間帯........，10m泥底

ウ 、、、 ニナ P: 14-46 J :-45 本弁l以南、潮間帯、砂襟底

イボウミニナ P : 0-4 1 J: -3 7 北海道南部一九州、潮間帯、砂泥底

vマ カ。 キ P: 23-43 J :-46 樺太以商、内湾、潮間帯、岩礁主権分少い所

ハナムシロ P: 0-35 J :-41 房総以南、 30........，100m 、細砂底

の貝化石の次に山麓の走向傾斜と

日本平

から少しずつ興味を

は縮かい洋純作莱か

状i盗起と三保分岐砂しの

ム

るO

ら解放されてこのあたり

ドさせ、

地形の分布から

成因について

ょうである O

のぬ姿を

日本平の野外巡検4. 

終皮分布
化石名

iツメタガイ うも
{ャカドツメガイ}区一; ー :---::宅.
( ア ラ九ム シ一ロ ) ~.升~.ト.リ…….一….日イ日.':一………..…...t←いiトトいい..-…….-山….".. .. ….一.. μ舟÷一→; 
{ ヒ メ シラ ト リ ) !..し.心二いい.吋….口い...十十トト..一一，.…….一…….日…….い….一.ト;

L ウミニナ )tγ-":"…….一….日….一.十:ト.. …f一..τ22 
(イボウミニナ )、γv: : .-.…(: j 
〈マ ガ キ J作t恥:…ぺ:トトトいい.吋……一.. …….日….日，
( ノハイ、寸ナムシロ )ιj-hι; J-LJ 

グラフ 1

の観察

と化石採集を自的として巡検を実施する O

と自本平をつくる毎年、

コースは断面線A-A'に沿う草薙~草薙神

国吉田擦層から小鹿擦社までの約 2Kmで、

層、草薙泥層と上位から下位へと地質の変

化が観察される O 時間は 8時間程で、授業

時間とその放課後を利用して実施している O

グラフ Iより草薙泥露中の員の撞患緯震分布を

求めなさい。(北緯針。""'350 ) 
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関

内容は露頭のスケッチ、写真撮影、地震の

観察@記載、草薙泥層からの化石採集で各



班 4名のグノレ プで協力して うO 地層の

など初めての が多く を前にし グラフ1I 深夜分布

て何から をつけてよいのか迷う がし 1るO

叉地層を見慣れていないために、例えば擦

の分級度とか機の については

を示してやる がある。巡検のまとめ
L 

100 200 300 400 
は各班にレポ トを 出させる。スケッチや

したこと、感想などまと

めるのだが、資料不足

うだ。採取してきた化

間 グラフ Eより草薙泥属中の奥の
に出かける班もあるよ 分布を求めはさい。〈灘 間

でクリーニングし、次の

深援

帯〉

フO

5. 欝協議当時の官環舗の

各班採取してきた貝化石を衛って草維侃躍の

し、吉地理図をかく を うO その内容は次の

議なものである O

1. 貝化 を って を るにはどのよう

に考えたらよいのだろうか。

2. 員化石を命名 よ

3. をグラフ化し、 を求めよ

(グラブ 1) 0 思4. 草薙泥 当鶴の 地瀧

4. 深度分和をグラブ化し、 を求めよ

(グラフ立)0 

5. 

6. 

の の を

を

よO

は現生のものであれ現在

よ(図 4) 0 

を調べるこ

るO 貝化

とから
図5. 草薙泥障 当時の犠武断語図

の の

とによって、 の草薙付近の

はあらかじめ{乍っておいた

の緯震分布は 300，，-， 350 ( は 350 )、 布は となる O その結果当

より少し暖かくも るような な であれ有渡山 内潟、

することから近

である O 班によ

性の化石の産出とから、 の波打ちぎわであったらしい。更にカキの化石を

く があったらしし'0 といった推測がなされもそうして描いたのが図 4の

カミ したものだという

〉となっており、陸と島の関は浅瀬になってその波打ちぎわに

える班もあり内湾説と対応することもある O

つては当時有渡山は島〈

6. 関本卒の地

に地史を組立てる を行う O この は叫日 のおいたち n の でもあり、今までやって

きた の を解決し、まとめとなるところである O 地史を てていく で、次の点を引き:

- 24 



出していく O

2. 

3. 

をつくる はギに安倍)11によって

は安能JIIの河口

の競念を知り、その

から

iま

は氷河の

されてきたものであること O

であること O

による であり、

代の にかけてのできごとであること O

4. は、久能山

日本平の地史を?期に分け、

ごろから女台まったらしいこと O

を推定し、各期の

について例示してやると、あとは(図5)をかき地史を組立ててし1くO 最初の

の知識、創造性、推理力を発揮してまとめあげていく O

で生徒は興味をもってやるようだ。下に各期を示す。

この 、あたかも を書いてくよう

2. 

5. 

3. 

6. 4. 

7. 現世

7. おわちに

の地史のレポートに、 について感想をかいてもらうのだが、それは次のようなものである O

oFffi'次IIの細かい単純な作業にはまいったO

O 今まで日本平があまりに身近にありすぎてただ何となく眺めていたのだが、少

。抗上の勉強より作業や野外巡検をとり入れて楽しい授業だった O

O 俺は蒲原から通ってくるが、来年は蒲原の山もやってくれ。

O 日本平は日々宅地造成や道路造成、観光のために崩されていくが、自然のままにおいてほしい。

概して肯定的な感想が多く、安心したものだが、まだまだこちらから生徒に与える式であれみんなで

るBが変ったO

えながら進めていく授業には

疑問点ゃあいまいな点も多く、

い。最初のねらいが少しでも達成できればと思いつ込も、残された

後の課題となるであろう O 皆様の御批判をあおぎたい。
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